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 要  旨 
 
本研究は，モノの位置を直接示さなくても，近くに何があるのかという相対的位置関係がわかれ
ば，人はモノを探せるのではないかという仮説に基づいている．この仮説のもと，環境に対する
設備の構築やキャリブレーションを必要としないモノ探し支援システムとして，モノの位置想起
支援システムを提案した．平均的なビジネスマンで 1 年間に約 150 時間もモノを探すことに費や
しているという調査結果があるように，生活の中で多くの時間がモノ探しに費やされている．ビ
ジネスの現場では既にモノ探し支援システムが実用化されている．そのほとんどが，RFID を用
いた位置測位を利用している．これは，個別のモノの絶対的な位置座標を推定しユーザに提示す
ることでモノ探しを支援する．しかし，RFID を用いた位置測位にはリファレンスノードを設置
する必要や，環境ごとにキャリブレーション等の作業を行う必要があり，多大なコストがかかっ
てしまうため，一般家庭にそのまま導入することは難しい．また，障害物による電波の遮蔽や吸
収などの要因によって正確な位置座標を特定できない問題もある．そこで，本研究では事前に環
境に対する設備構築やキャリブレーションを必要としないモノ探し支援システムの構築を目的と
して取り組んだ．モノの位置想起支援システムでは，個別のモノの位置を推定するのではなく，
モノ同士の相対的な距離関係を推定し提示することで，ユーザのモノ探しを支援する．近くにあ
るモノ同士は，移動するモバイル RFID リーダで同時期にセンシングされやすいことから，モノ
が同時期にセンシングされたという時間情報を，距離情報に置き換えることでモノの相対的な距
離関係を推定した．モノの位置想起支援システムは，センシングデータ収集部，距離関係推定部，
結果提示部の 3 つの機能で構成される．3 つの機能についてそれぞれ評価用システムを実装した．
また，その中で位置想起のために用いるモノ同士の相対的な距離関係推定手法を提案し，評価実
験からパターン類似度を用いることが有効であることを確認した．更に，多次元尺度構成法を用
いて結果の可視化を行い，可視化する上で全体マップと部分マップの切り分けが有効であること
を確認した． 
 
